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支援機器 Multi grasp artificial hand 

分類(ISO9999) 06：義肢装具 

試験相 第 1 相試験 

研究仮説（目的） 

の概要 

義手の 3 種類の筋電制御システムの特徴を比較し、制御方式による機能の違いを明らかにするこ

と 

研究デザイン 群内比較（逐次対象） 

障害・疾患 健常者 

対象者・数 健常者 7 人 

主要アウトカム SHAP の遂行時間 手座標 

副次アウトカム 1  

副次アウトカム 2  

副次アウトカム 3  

副次アウトカム 4  

副次アウトカム 5  

統計学的検定 有 

結果の概要 Postural control scemes が他の 2 つより有意に SHAP スコアが高かった。速度調節スキーマが仮

想課題に有益である一方、位置調節スキーマは物体操作とその他のＡＰＬの身体的課題に有益で

あるため、姿勢制御構造の最適要素筋電コントローラーが仮想環境で使われているか、身体装置

として使われているかによる 
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「支援機器の臨床評価および利用効果データベース」 
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